
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第５・６学年 算数科 学習指導案 
 

日 時 令和元年１０月３日（木）５校時 

児 童 葛巻町立五日市小学校 

第５学年 男子２名 計２名 

 第６学年 男子４名 計４名 

指導者 吉 田   武 

 

 

 
１ 単元名 

第５学年 第６学年 

合同な図形 対称な図形 

 

２ 単元について 

本単元は，学習指導要領第５学年の内容

「Ｃ図形」（１）「図形についての観察や構成

などの活動を通して，平面図形についての理

解を深める。」のイ「図形の合同について理解

すること。」に位置付けられている。 

本単元では，「図形の合同の意味や合同な図

形の性質などについて理解し，合同な図形を

かくことを通して，平面図形についての理解

を深めること。」をねらいとしている。 

本単元は，学習指導要領第６学年の内容

「Ｃ図形」（１）「図形についての観察や構成

などの活動を通して，平面図形についての理

解を深める。」のイ 「対称な図形について理

解すること。」に位置付けられている。 

本単元では，「対称性という新しい観点から

考察することによって，平面図形の理解をい

っそう深めること。」をねらいとしている。 

 

３ 児童の実態 

本学級の児童は，基礎的な学力を身に付け

ており，意欲的に学習に取り組むことができ

る。また，理論的に解決に進んでいく児童

と，直感的に答えにたどり着く児童の実態か

ら，互いのよさを生かすことのできる集団と

なっている。一方で，個人差が大きく，極少

人数であるためか，学力差があるためか，学

力上位の児童の考え方に影響を受けてしま

い，自分の考えに自信をもって説明できない

場面が見られる。また，全員が自分の考え方

を言葉で表現することができずに，質疑応答

が滞ったり形式的な発表で終わったりする場

面も見られる。 

児童はこれまでに，折り紙を折ったり切った

り，色板並べなどの操作活動をしたりする中

で，形も大きさも同じ図形ができるという経験

をしている。また，正方形や長方形，二等辺三

角形の学習の際にも，対角線や線対称の軸で２

つに切ると，形も大きさも同じ図形ができると

いう経験をしている。さらに，三角形や四角

形，正多角形，円などの基本的な図形を学び，

これらの図形の性質やかき方などを学ぶととも

に，垂直や平行といった関係に目を付けた観点

からも図形を考察してきた。しかし，角度を測

ったりに図形をかいたりする技能には個人差が

見られる。 

本学級の児童は，意欲的に学習に取り組

み，基礎的な力を身に付けている。そして，

集団として多様な考え方を想起することがで

きる。また，協力し合いながら自分達だけで

学習を進めることもできる。一方で，学習に

対して得意意識をもつ児童と，苦手意識をも

つ児童が混在しており，得意意識をもつ児童

の考え方に影響を受け，誤った考え方でまと

まってしまうことがある。また，全員が自分

の考え方を言葉で表現することができずに，

質疑応答が滞ったり形式的な発表で終わって

しまったりする場面も見られる。 

児童はこれまでに，色板を並べたり色紙を

折り重ねて切ったりする具体的な操作活動を

通して，対称な図形に触れてきている。ま

た，三角形や四角形，正多角形，円などの基

本的な図形を学び，これらの図形の性質やか

き方などを学んできている。また，垂直や平

行，合同といった関係に目を付けた観点から

も図形を考察してきている。日常生活におい

ては，自然界や建造物などの中から対称な形

を見いだし，安定性のある均整の取れた美し

い形として認識し，親しんでいる。しかし，

前学年で学習した合同な図形については，対

応する辺を見付けることができない児童も見

られる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４ 指導に当たって 

本単元を指導するに当たって，まず第１段階

では，図形を重ね合わせる活動などを通して，

合同の定義をおさえる。第２段階では合同な図

形を構成要素に着目して調べていき，「ぴった

り重なる」のは対応する辺の長さや角の大きさ

が等しいためであると捉えられるようにする。

そして，４年時に学習した台形や平行四辺形，

ひし形を対角線で分解してできた三角形が合同

かどうかを調べ，なぜ合同になるのかを考える

ことで，平面図形の性質を見直し，理解を深め

ていく。第３段階では，合同な三角形をかく活

動を通して，すべての辺の長さや角の大きさを

使わなくても三角形の形や大きさをきめられる

ことに気付かせていく。第４段階では，平行四

辺形のかき方を考えることを通して，合同な四

角形をかくには，対角線を引いて二つの三角形

に分けることがポイントになることに気づか

せ，前段階で学習した合同な三角形のかき方を

使ってかくことができることに気付かせてい

く。  

図形の合同の意味や合同な図形の性質などに

ついて理解することや既習の平面図形について

の理解を確かなものにするために，単元を通し

て実際に図形を操作する活動を十分に行いなが

ら，図形の要素を表す用語や記号について，実

際に図形と対応させながら使用し,慣れさせる

ようにしていきたい。 

本単元を指導するに当たって，まず第１小単

元では，線対称な図形の仲間について調べ，性

質を見いだし，その性質を活用して作図できる

ようにする。第２小単元では点対称な図形の仲

間について調べ，点対称な図形の性質を見いだ

す。その際には，線対称と対比しつつ，類推的

に思考を働かせて理解できるようにする。そし

て，その性質を活用して作図できるようにす

る。第３小単元では，既習の図形を線対称，点

対称という視点で捉え直すことを通して理解を

深めさせる。 

対称性という新しい観点から図形を考察した

り，既習の平面図形の理解をいっそう深めたり

するために，単元を通して実際に図形を操作す

る活動を十分に行いながら，対称性に気付かせ

るようにする。そして，それらを活用して弁別

したり作図したりすることで，理解をより深め

させるようにしていきたい。 

 

５ 単元の目標と指導計画 

（１）単元の目標 

 第５学年 第６学年 

目 

標 

図形の合同の意味や合同な図形の性質な

どについて理解し，合同な図形をかくこと

を通して，平面図形についての理解を深め

る。 

対称な図形の観察や構成を通して，その意味

や性質を理解し，図形に対する感覚を豊かにす

る。 

関

意

態 

合同という観点で，図形の性質を見直し

たり，対角線に着目してできる図形を捉え

たりして，学習に生かそうとする。 

対称な図形の美しさに気付き，身の回りから

の対称な図形を見付けようとする。 

考

え

方 

合同という観点から図形の大きさを決め

る要素を考え，図形の性質としてまとめた

り統合的に捉えたりすることができる。 

対称という観点から既習の図形を見直し，そ

の性質を捉えて，図形に対する見方を深める。 

技 

能 

必要な，対応する辺の長さや角の大きさ

を用いて，合同な図形を弁別したりかいた

りすることができる。 

線対称，点対称な図形をかくことができる。 

知

・

理 

図形の合同の意味や合同な図形の性質に

ついて理解する。 

線対称，点対称な図形の意味や性質について

理解する。 

 



（２）指導計画 

時 全１０時間 時 全１３時間 

１ 
「合同」の意味 

合同な図形を弁別すること 
１ 線対称な図形と対称の軸の意味 

２ 
本時 

「対応」の意味 

対応する辺の長さと、角の大きさの相当 
２ 
本時 

対応する点，辺，角の意味 

３ 
平面図形を対角線で分割してできる三

角形同士の合同の弁別 
３ 対応する点を結ぶ直線と対称の軸との関係 

４ 
合同な三角形をかき方について考える

こと 
４ 線対称な図形の作図 

５ 
二辺夾角，二角夾辺，三辺のかき方で合

同な三角形をかくこと 
５ 点対称な図形と対称の中心の意味 

６ 適用問題 ６ 対応する点，辺，角の意味 

７ 
合同な平行四辺形のかき方を考えるこ

と 
７ 対応する点を結ぶ直線と対称の中心との関係 

８ 学習内容の理解 ８ 点対称な図形の作図 

９ 学習内容の習熟 ９ いろいろな四角形の対称性 

１０ 発展問題 １０ 三角形や正多角形、円の対称性 

 １１ 身の回りの対称な形 

１２ 学習内容の理解 

１３ 発展問題 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
６ 本時の指導 

（１）内容 

 第５学年 第６学年 

目  標 

頂点，辺，角について「対応する」の意

味を知り，合同な図形の性質について理解

する。 

対応する点，辺，角の意味について調べ，

理解する。 

指導に当

たって 

導入では，前時に学習した合同の定義

を再確認し，その後，重なる頂点や辺，

角を見付けさせる。その際には，辺の表

し方は重なる頂点に基づくということに

ついて考えさせ，「対応する」の意味を理

解させる。そして，ぴったり重なるのは

どうしてかという疑問を持たせ，課題へ

とつなげたい。 

展開では，対応する辺の長さや角の大

きさを調べ，それらは相当であることを

まとめさせたい。 

終末の評価問題では，「どうして合同で

はないのか。」と問い，対応する辺の長さ

や角の大きさが等しいことが根拠となる

ことを捉えさせ，本時のねらいにせまり

たい。 

導入では，５年生の学習内容を一緒に考

えることによって，既習である合同の定義や

「対応する」の意味について振り返る。次に，

前時に学習した線対称の定義を確認した後，

重なる辺や頂点を見付けさせ，「対応する」

の意味を理解させる。そして，ぴったり重

なるのはどうしてかという疑問を持たせ，

課題へとつなげたい。 

展開では，対応する辺の長さや角の大き

さを調べさせ，相当であることをまとめさ

せたい。 

終末の評価問題では，「どうして重ねるの

か。」と問い，対称な図形は対応する辺の長

さや角の大きさが等しいということが根拠

となることを捉えさせ，本時のねらいにせま

りたい。 

評価規準 

考対応する辺の長さや角の大きさに着目

して，合同な図形の性質について考

え，説明している。 

知合同な図形は対応する辺の長さ，角の

大きさが等しいことに着目し，そのこ

とを根拠として，辺の長さや角の大き

さを求めている。 

知対称の軸を折り目にして折ったときに重

なる点，辺，角に着目して，「対応する」と

いう表現は，点，辺，角同士の関係を表し

ていることが分かって用いている。 

技対称の軸を折り目にすると合同な図形に

なることに着目して，対応する点，辺，角

を指摘することができる。 

 



（２）展開 

５学年 ６学年 

段
階 

学習活動と学習内容 

・予想される児童の反応 

指導・支援上の 

       留意点と評価

（◇） 

研究の視点 (1) (2) (3) 

形
態 学習活動と学習内容 

・予想される児童の反応 

指導・支援上の 

       留意点と評価

（◇） 

研究の視点 (1) (2) (3) 

導
入 

 
 
 
 
 

 

１ 問題を把握する 

 

 

 

 

 

 

・ぴったり重ね合わせ

ることのできる図 

・形・形も大きさも同

じ図形 

 

・頂点 A と頂点 G が重

なる 

 

 

 

 

 

 

 

・「合同な図形」の定義

を確認する。 

 

直
接 

直
接 

１ 問題を把握する 

 

 

 

 

 

 

・１本の直線を折り目

にして二つ折りにし

たとき，両側の部分

がぴったり重なる図

形 

・頂点 B と頂点 F が重

なる 

・５年生間接指導開始

時に問題把握に入る。 

 

 

 

 

 

 

・「線対称な図形」の定

義を確認する。 

 

 ・辺 BC と辺 EH が重

なる 

 

・辺 EH と辺 HEのどち

らで表したらよいの

か，また，その理由を話

し合わせる。 

 

間
接 

 ・辺 BC と辺 FE が重

なる 

・角 C と角 E が重なる 

◇ 対称の軸を折り目にして折っ
たときに重なる点，辺，角に
着目して，「対応する」という
表現は，点，辺，角同士の関
係を表していることが分かっ
て用いている。【知識・理解】
（発言） 

  

 

 

 

 

 

 

 

・用語「対応する」の意

味を説明し，辺 BC と

「対応する」のは辺

HEであることを確認

する。 

 

   

 

 

 

 

 

 

・５年生とともに用語

「対応する」の意味

や，対応する辺につい

ては向きがあること

を確認する。 

 

 

 

 

２ 課題を把握する 

 

 

   ２ 課題を把握する 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

分 

〇結果を予想し，調べ

方などを見通す 

 

・等しいと思う 

・コンパス，分度器で

調べる 

 

・「答え」「調べ方」「説明

の仕方」の見通しをも

たせる。 

・調べたことは図形に

書き込み，気付いたこ

とは言葉に表すこと

を指示する。 

  〇結果を予想し，調べ

方などを見通す 

 

・等しいと思う 

・コンパス，分度器で

調べる 

 

・「答え」「調べ方」「説明

の仕方」の見通しをも

たせる。 

・調べたことは図形に

書き込み，気付いたこ

とは言葉に表すこと

を指示する。 

展
開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

分 
 

３ 解決を図る 

〇対応する辺の長さと

角の大きさを調べる 

・辺 AB と辺 GH の長

さは等しい 

・対応する辺の長さは

等しい 

・角 A と角 G の角度は

等しい 

・対応する角の大きさ

は等しい 

 

・合同な図形は，対応

する辺の長さや角の

大きさが等しい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇対応する辺の長さや

角の大きさに着目し

て，合同な図形の性

質について考え，説

明している。【数学的

な考え方】（記述・発

言） 

  ３ 解決を図る 

〇対応する辺の長さと

角の大きさを調べる 

 

・辺 AB と辺 AF が長

さは等しい 

・対応する辺の長さは

等しい 

 

 

・角 B と角 F が重なる 

・対応する角の大きさ

は等しい 

 

・長さや角度はリーダ

ーが図に書き込み，

「対応する」辺同士，

角同士の関係につい

て話し合わせておく。 

 

 

右の㋐，㋑の四角形は合同です。㋐，㋑をぴ

ったり重ねたとき，重なり合う頂点，辺，角

について調べましょう。 

右の図は線対称な図形です。対称の軸アイを

折り目にしたとき，重なり合う頂点，辺，角

について調べましょう。 

重なり合う頂点や辺，角を，「対応する」頂点，「対応する」辺，「対応する」角という。 

合同な図形   対応する辺の長さや対応する角の大きさの関係を調べよう。  線対称な図形 

10 

15 



終
末 

 
 

４ 学習を振り返る 

〇学習を振り返り，ま

とめる 

 

 

〇評価問題に取り組む 

 

 

 

 

 

 

・答えとともに「理由」

も必ず書くことを指

示しておく。 

  ４ 学習を振り返る 

〇学習を振り返り，ま

とめる 

 

 

〇評価問題に取り組む 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・△２の理由 

①ウとエは合同 

②辺 AB と辺 EH は

対応する辺③対応

する辺の長さは等

しい 

④辺 EH は 2.2ｃｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

・理由 

①BD を対称の軸と

する 

②△ABD と△CBD が

合同な図形になる 

③角 A と角 C は対応

する角になる 

④対応する角の大き

さは等しい 

⑤角 A の大きさは

110 度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇対応する点，辺，角を

指摘することができる。

【知識・理解】（発言） 

  

 

     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・△３の理由 

①合同な図形の対応

する辺の長さや角

の大きさは等しい 

②辺 AD と辺 EH を

対応すると考える 

③辺 AD と辺 EH の

長さは等しくない 

④だから合同ではな

い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇合同な図形は対応す

る辺の長さ，角の大き

さが等しいことに着

目し，そのことを根拠

として辺の長さや角

の大きさを求めてい

る。【知識・理解】（発

言） 

   

 

 

 

 

 

・「曲線は用いない」「つ

くった中から１つ選

び黒板に貼る」ことを

指示しておく。 

 

合同な図形   対応する辺の長さや角の大きさは，それぞれ等しい。  線対称な図形   

 

 

 

 

(2)－①  

合同な図形は対応する辺の長さ，角の大

きさが等しいことを理解している。 

 

 

 

(2)-②  

対応する辺や角を指摘し、辺の長さや角の

大きさを求めることができる。 

(1)－① 

「角Ａと角Ｇの角度

はどうなっています

か。」「角Ａと角Ｇは

どんな関係ですか。」

と順に問い，用語「対

応する」と性質「等し

い」を関係付けて考

えさせる。また，「対

応する辺の長さや角

の大きさはどうして

等しくなるのです

か。」と問い，「ぴった

り重なる」という合

同の定義につなげ

る。 

(1)－② 

「角の大きさは等し

いのに，どうして合

同ではないのです」

と問い，合同な図形

は「角の大きさも辺

の長さも，どちらも

等しくなっている」

という性質を明確に

する。 

 

 

 

(2)-①  

折り目が対称の線となることや切り抜いて

重なっている部分が対応する辺や角になるこ

とを理解している。 

 

 

 

 

(2)－① 

合同な図形は対応する辺の長さ，角の大き

さが等しいことを理解している。 

(1)－② 

「どうして２つに

折るのですか」「ど

うして重ねて切る

のですか」と問い，

折り目が対称の軸

になり，重ねて切っ

た時にできる合同

な図形がつながっ

て線対称な図形に

なることを押さえ

る。このこと思考を

通して，対応する辺

の長さや角の大き

さが等しくなり「ぴ

ったり重なる」とい

う対称の定義につ

なげる。 

(1)－① 

「なぜ BC を対称の

軸 と す る の で す

か。」と問い，△ABD

と△CBD を合同にす

ることで対応する

角や辺が指摘でき

るようになり，辺の

長さや大きさを求

めることができる

ことに気付かせる。 



 

 〇本時の学習を振り返        

る 

 

   ・できた図形を折り重

ね，線対称な図形に

なっているか確かめ

る 

 

       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分 

・合同な図形で重なる

頂点や辺，角を「対応

する」頂点や辺，角と

いうことが分かった 

・対応する辺の長さは

等しい，対応する角

の大きさは等しいこ

とが分かった 

・これからの学習で

は，「対応する」とい

う言い方を使いたい 

・これから合同な図形

を見付けるときに

は，角の大きさや辺

の長さが等しいかど

うかに気を付ける 

・コンパスや分度器を

使って調べたので，

合同な図形をかくと

きに使えそうだ 

 

・６年生の学習でも同

じような考え方がで

きることが分かった 

・６年生の学習でも

「対応する」という

言葉と「対応する辺

の長さや角の大きさ

は等しい」という性

質が同じだった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ノートに記述した後

に発言させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・６年生の学習との関

連にも気付かせ，複式

で学習するよさを実

感させたい。 

  〇本時の学習を振り返        

る 

・線対称な図形で重な

る頂点や辺，角を「対

応する」頂点や辺，角

ということが分かっ

た 

・対応する辺の長さは

等しい，対応する角

の大きさは等しい 

 

・これから線対称な図

形を見付ける時に

は，辺の長さや角の

大きさが等しいかど

うかを確かめる 

・コンパスや分度器を

使って調べたので，

線対称な図形をかく

ときに使えそうだ 

 

・合同な図形の学習の

時と，「対応する」と

いう言葉やと「対応

する辺の長さや角の

大きさは等しい」と

いう性質が同じだっ

た 

・線対称な図形は，５

年生の時に学習した

合同な図形が２つ組

み合わさってできて

いる 

・５年生が調べた合同

な図形を組み合わせ

ると，別のきれいな

形（点対称）の図形に

なるので，その形で

も辺の長さや角の大

きさが等しい所があ

ると思う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ノートに記述した後

に発言させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・５年生の学習との関連

にも気付かせ，複式で

学習するよさを実感

させたい。 

問右の㋐，㋑の四

角形は合同です。

㋐，㋑をぴったり

重ねたとき，重な

り合う頂点，辺，角

について調べまし

ょう。 

 

課 対応する辺の長さや角の大きさ

の関係を調べよう。 

６年線対称な図形 ５年合同な図形 

 

問右の図は線対称

な図形です。対象

の軸アイを折り目

にしたとき，重な

り合う頂点，辺，角

について調べまし

ょう。 

 

ま 対応する辺の長さや角の大きさ

は，それぞれ等しい。 

 

重なり合う  

対応する頂点，辺，角 

 
 

 
児童が作成した 

 

線対称な図形 

７ 板書計画 

(3)－② 

どんなことが分か

りましたか。 

(3)－③ 

これからどんなこ

とに生かせそうで

すか。 

 

(3)－②どんなこと

が分かりましたか。 

(3)－③ 

これからどんなこ

とに生かせそうで

すか。 
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